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く ら し の 情 報 く ら し の 情 報

川
越
年
金
事
務
所

年
金
相
談
業
務
等
の

時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

川越年金事務所

７０
歳
以
上
の
医
療
に

つ
い
て

町民課

医
療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

下
記
の
必
要
書
類
等
を
ご
準
備
の

上
、
嵐
山
町
役
場
町
民
課
ま
た
は
お

近
く
の
年
金
事
務
所
に
て
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

①
学
生
証（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
両
面
）

ま
た
は
在
学
証
明
書

②
年
金
手
帳
（
初
め
て
国
民
年
金
に

加
入
す
る
方
で
、
加
入
の
届
出
と

一
緒
に
申
請
す
る
と
き
は
不
要
で

す
）

③
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
で
す
）

④
会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
て
学
生
と

な
っ
た
方
は
次
の
い
ず
れ
か
を
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

•
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

•
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

•
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確

認
通
知
書

特
例
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

•
申
請
期
間
及
び
承
認
期
間
：
申
請

は
年
度
ご
と
に
必
要
と
な
り
、
平
成

２９
年
度
の
申
請
及
び
承
認
期
間
は
、

平
成
２９
年
４
月
（
ま
た
は
２０
歳
の
誕

生
月
）
か
ら
平
成
３０
年
３
月
ま
で
と

な
り
ま
す

•
継
続
申
請
：
前
年
度
に
学
生
納
付

特
例
が
承
認
さ
れ
、
今
年
度
も
引
き

続
き
同
一
の
学
校
に
在
学
期
間
が
あ

る
方
（
※
１
）
に
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
（
※
２
）。
こ
の
場
合
は

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
返
送
し
て
い
た
だ
く
こ
と

•
障
害
基
礎
年
金
及
び
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
一
定
の
受

給
要
件
が
あ
り
ま
す
。

•
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
は
、
１０
年
以
内
（
例
え

ば
平
成
２９
年
４
月
分
は
平
成
３９
年
４

月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
古
い
期
間
か

ら
順
に
追
納
が
可
能
で
す
。

•

保
険
料
の
追
納
に
は
、
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
金
事

務
所
ま
た
は
役
場
町
民
課
保
険
年
金

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

川
越
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
９

−

２
４
２

−

２
６
５
７

　

町
民
課　

☎
６２

−

２
１
５
４

　

川
越
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
窓
口
の
時
間
延
長
及
び
第
２
土
曜

日
の
開
庁
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

•
平
日
開
庁

　

８
時
３０
分
か
ら
１７
時
１５
分

•‌

１９
　

時
ま
で
延
長

　

４
月
３
日
、
１０
日
、
１７
日
、
２４
日

（
各
月
曜
日
）

•
第
２
土
曜
日
開
庁

　

４
月
８
日
（
土
曜
日
の
受
付
は
９

時
か
ら
１６
時
ま
で
で
す
。）

問
合
せ　

川
越
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
９

−

２
４
２

−

２
６
５
７

　

平
成
２９
年
４
月
か
ら
、
国
民
年
金

保
険
料
は
前
年
度
と
比
べ
２
３
０
円

引
き
上
げ
ら
れ
月
額
１
６
、４
９
０

円
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
一
人
当
た
り
の
賃
金
の

伸
び
率
・
物
価
に
応
じ
て
改
定
さ
れ

ま
す
。

　

年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

平
成
２９
年
度
か
ら
初
め
て
口
座
振

替
に
よ
る
前
納
申
し
出
を
さ
れ
た
場

合
、
シ
ス
テ
ム
処
理
の
時
期
に
よ
っ

て
、
現
金
で
納
め
る
納
付
書
が
届
い

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

前
納
保
険
料
が
口
座
振
替
さ
れ
る

前
に
現
金
で
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、

現
金
納
付
が
優
先
さ
れ
、
口
座
振
替

に
よ
る
前
納
割
引
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。（
口
座
振
替
分
に
つ
い

て
は
、
後
日
、
日
本
年
金
機
構
よ
り

還
付
手
続
き
に
つ
い
て
の
案
内
が
届

き
ま
す
。）

　

納
付
方
法
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
た

い
場
合
は
、
川
越
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ　

川
越
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
９

−

２
４
２

−

２
６
５
７

　

２０
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
で
あ

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
経
済
的
に
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
保

険
料
を
後
払
い
に
で
き
る
「
学
生
納

付
特
例
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

で
申
請
が
行
え
ま
す
。

※
１　

在
学
す
る
学
校
等
が
変
わ
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
ハ
ガ
キ
形
式

の
申
請
書
で
は
申
請
を
行
え
ま
せ

ん
の
で
改
め
て
窓
口
に
て
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
２　

前
年
度
に
申
請
さ
れ
た
時
期

に
よ
っ
て
は
、
ハ
ガ
キ
形
式
の
申

請
書
が
送
付
さ
れ
な
い
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
こ
の
場
合
も
改
め

て
窓
口
に
て
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
期
間
の
年
金

　
「
納
付
」
と
「
学
生
納
付
特
例
」

と
「
未
納
」
は
こ
の
よ
う
に
違
い
ま

す
。

国
民
年
金
保
険
料
を

後
払
い
で
き
る

学
生
納
付
特
例
制
度

町民課

保
険
料
の
二
重
納
付
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

川越年金事務所

４
月
か
ら
国
民
年
金
保

険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

町民課

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
７０
歳

に
な
る
と
、「
高
齢
受
給
者
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
に
か

か
る
と
き
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負

担
額
や
自
己
負
担
限
度
額
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

《
７０
歳
に
な
っ
た
と
き
》

　

７０
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
か
ら
（
誕

生
日
が
１
日
の
人
は
そ
の
月
か
ら
）、

保
険
証
と
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し

て
医
療
を
受
け
ま
す
。

《
７５
歳
に
な
っ
た
と
き
》

　

７５
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま

す
。
そ
の
際
、
国
保
保
険
証
と
高
齢

受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、
す
み
や
か

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
課　

保
険
・
年
金
担

当　

☎
６２

−

２
１
５
４

　

近
年
、
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病
患
者

の
増
加
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ
り
医
療

費
が
増
加
し
、
国
民
健
康
保
険
の
運
営

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

町
で
は
、
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る

た
め
に
平
成
２７
年
８
月
よ
り
「
健
康
寿

命
を
延
ば
そ
う
‼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

は
じ
め
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
医
療
費
が
大
幅
に
増
え
る
と
、
国

保
税
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
ず
、
皆
さ

ん
の
負
担
額
が
増
加
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

医
療
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
健
康
に
気
を
つ
け
、
日
頃

か
ら
自
分
が
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
社
会
保
険

等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
、
ぜ

ひ
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

※気をつけていただきたいこと※

重要なのは、自分の体を大切に
し、健康で明るい生活を送るこ
とです。そのために何ができる
か、ご家族、ご友人と話し合っ
てみてはいかがですか？

かかりつけ医・かかり
つけ薬局をもちましょ
う！
既往歴や現在の疾患、
生活習慣を把握し、健
康管理のアドバイスを
くれる身近な主治医を
もちましょう。

休日・夜間の診療は緊
急時以外控えましょう
時間外受診は割増料金
になります。また、限
られた検査や治療しか
受けられない場合も多
くあります。

重複受診はできるだけ
避けましょう
重複受診は体とお金の
負担が大きく、症状改
善にも無駄に時間がか
かる可能性がありま
す。まずは主治医に相
談を。

ジェネリック医薬品を
活用しましょう
新薬（先発医薬品）と同
等の効果で価格が安い
というメリットがありま
す。医師や薬剤師に相
談の上、検討しましょう。
「おくすり手帳」の持参
もおすすめします。

定期的な健康診断を
受けたほうがいいかしら

睡眠を十分にとってね

一緒にウォーキングをしようよ お酒や甘いものはほどほどにするね

納付 学生納付特例 未納

障害基礎年金・
遺族基礎年金
（受給資格期間）

○
入ります

○
入ります

×
入りません

老
齢
基
礎
年
金

受　　給
資格期間

○
入ります

○
入ります

×
入りません

年金額に
計　　算

○
されます

×
されません

×
されません

（円）

１人当たり医療費
（月平均）　（参加者）

１人当たり医療費
（月平均）　（対照群）

（平成27年度）
プロジェクト参加者１人当たり医療費（月平均）の推移

事業開始

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月

問合せ　町民課　保険・年金担当
　　　　☎６２−２１５４


